
情報数学 III — 固有値と固有ベクトル 解答 2009.10.30（担当：佐藤）

問題 4.1. (1) ΦA(t) = t2 − 5t + 6 = (t − 2)(t − 3)

(2) ΦA(t) = 0の解，つまり Aの固有値は 2と 3．
(3) （k = 2のとき）

(2E2 − A) =
(

−2 1
−2 1

)
−−−−−−→
行基本変形

(
−2 1
0 0

)

したがって，v2 = c

(
1

2

)
（ただし，cは実数）．

（k = 3のとき）

(2E2 − A) =
(

−1 1
−2 2

)
−−−−−−→
行基本変形

(
−1 1
0 0

)

したがって，v3 = c

(
1

1

)
（ただし，cは実数）．

(4) 各 k に対し，Avk = kvk が成り立つことを確かめなさい．（省略）

問題 4.2. 以下，cは零でない実数ととする．

(1) 固有値は −2と 1．−2に関する固有ベクトルは c

(
2

1

)
，1に関する固有ベクト

ルは c

(
1

2

)
．

(2) 固有値は −1，固有ベクトルは c

(
−1

1

)
．

(3) 固有値は −3と 0．−3に関する固有ベクトルは c

(
1

2

)
，0に関する固有ベクト

ルは c

(
2

1

)
．

(4) 固有値は 1
2
(3±

√
5)．1

2
(3+

√
5)に関する固有ベクトルは c

( √
5 − 1

2

)
，1
2
(3−

√
5)

に関する固有ベクトルは c

( √
5 + 1

−2

)
．

10


